
Gather.Town 使⽤⽅法について

オンライン成果報告会会場全体図

「災害の軽減に貢献するための地震火山観測研究計画（第２次）」
令和４年度成果報告シンポジウム



会場へのログイン１

https://app.gather.town/app/yryNhv1H4AyfCm3n/Seika-houkoku
会場はこちら

最初のログイン時はサインインが必要です。

※ PC/MacでGoogle Chrome または Firefox をご利⽤ください(Safariはサポートされていません）
※ safariでは、基本機能は動きましたが、画⾯共有がうまくいきませんでした。

クリック

シンポジウムへの参加登録に⽤いたメー
ルアドレスを使⽤します。
（シンポジウムに参加登録したアドレスには、no-
reply@zoom.usから ”令和４年度「災害の軽減に貢
献するための地震⽕⼭観測研究計画（第２次）」成
果報告シンポジウムへのご登録ありがとうございま
す” というタイトルのメールが来ているはずで
す。）

https://app.gather.town/app/yryNhv1H4AyfCm3n/Seika-houkoku


会場へのログイン２

シンポジウムの参加登録に⽤いたメー
ルアドレスを記⼊し、クリック。

（参加登録の締め切り[2/28]までにご
登録いただいた⽅には、3/1よりログ
インできるようにする予定です）



会場へのログイン３

シンポジウムの参加登録に⽤い
たメールアドレスにパスコード
が送られてくるので⼊⼒。



カメラとマイクの許可

このボタンを押す



名前を⼊⼒

名前を⼊⼒

マイクのON/OFF カメラのON/OFF
（後からでも変えられます）

このボタンを押す

（ニックネームでなく、
誰かわかる名前にしてく
ださい。できれば所属も
記⼊）

※所属が⻑いと他の⼈と重なり⾒
えにくいので所属は略称を推奨



チュートリアルが始まる

キーボードの⽮印キーで移動する

マイク/カメラのオンオフはこちら

x ボタンでオブジェクトとインタラクトできる



会場に⼊る

ポスター
灰⾊の枠内に⼊ると⾳声や映像が共有できる

チャット

参加者

ｘでポスターを⾒るカメラ・マイク
（ボタンを押すと
ON/OFFの切り替え）

⽮印キーで移動

近くにいる⼈が表⽰されます。
会話ができます。

⾃分

画⾯共有
する場合は
このボタン



ポスターを⾒る/ポスター発表する

ポスターブース

この中にいる⼈で⾳声・ビデオが共有
されます。
発表者はご⾃⾝のコアタイム(13:00-
14:00, 16:10-17:10)にポスターブースで
発表をお願いします。

ポスターブースに⼊りxボタンを
押します。



ポスターを⾒る
他に同じポスターブースにいる⼈がいればここに表⽰。

（発表者・参加者）

ポスター画像

拡⼤・縮⼩

ポスターブース
から出るには、
この×をクリッ
ク。（あるいは
エスケープキー
を押す）

タッチパッドな
どでも可



ポスター発表をする

画⾯の共有もできま
す（次ページ参照）

ここを押すとポイ
ンター（丸印）が
現れ、⾒ている⼈
に場所を差し⽰す
ことができます。

このボタンで、⾳声・カメラ画像を共有して発表してくださ
い。



画⾯を共有する1

画⾯共有ボタン
を押す

共有する内容を選択
する画⾯になる。

※画⾯共有で発表する場合は、使⽤するポ
スター画像ファイルを開いておくと良い。
※カーソルも⾒えます。

ポスターファイルを画
⾯共有する場合はこれ

共有ボタンを押す



画⾯を共有する2 画⾯を共有した状態

共有の停⽌はこちら



Gather.Townから出る

•ブラウザを閉じてください。

•左下のぶどうマークからSign out を選ぶこともできますが、そ
の場合は、次回再度ログイン作業が必要になります。



コアタイム１の会場 コアタイム２の会場

通路

何かあったら/会場全体の案内
コアタイム(13:00-14:00, 16:10-17:10)には事務局に誰かスタッフがいますので、
お気軽にお尋ねください。Gather.Townに繋がらない場合に備えてコアタイムに
は⼝頭発表・フラッシュトーク⽤Zoom（３⽇間共通）も開けておきます。

事務局1
ここで⾏き来

ポスターの場所は建議の
⼤項⽬ごとに分かれている

事務局2

演台のラッパマークのところからは、会場
内の全参加者に呼びかけられます。（過度
のご使⽤はご遠慮ください）

演台

ポスター
ブース

雑談スペース案内事項



災害の軽減に貢献するための地震⽕⼭観測研究計画（第２次）H31(R1)-R5
地震・火山噴火及びこれらによって引き起こされる災害の科学的解明等を通じて災害軽減に貢献

ポイント

Ø 地震・火山現象を解明し，予測の高度化を推進するとともに，その成果を活用して地震や火山噴火による災害の軽減につながる研究を推進
Ø 「重点的な研究」として，地震発生の新たな長期予測，地殻活動モニタリングに基づく地震発生予測，火山活動推移モデルの構築による火山噴火予測の研究を推進
Ø 南海トラフ沿いの巨大地震等をターゲットとして，地震学・火山学・災害科学的な重要性に鑑み分野横断で取り組む「総合的な研究」を実施
Ø 地震学・火山学を中核として，理学，工学，人文・社会科学の防災関連研究者が連携。防災リテラシー向上のための研究を本格的に推進

③地震・⽕⼭噴⽕の災害誘因予測のための研究
地震や火山現象の科学的理解を踏まえ，地震発生や火山噴火の長期から短期に
わたる予測のための研究を推進。
観測とシミュレーションによるプレート境界地震の予測手法を開発。
噴火事象系統樹に物理・化学過程の理解を導入した火山噴火予測手法を開発。

・地震発生の新たな長期予測

・地殻活動モニタリングに基づく地震発生予測

・先行現象に基づく地震発生の確率予測

・中長期的な火山活動の評価

・火山活動推移モデルの構築による火山噴火予測

②地震・⽕⼭噴⽕の予測のための研究
地震や⽕⼭噴⽕の過去の発⽣事例，物理・化学過程等の研究
を進め，地震・⽕⼭現象の根本的理解を深化。
史料，考古・地質データに基づき低頻度⼤規模の地震・⽕⼭
現象の特徴・多様性を把握。
・地震・⽕⼭現象に関する史料・考古データ，地質データ等
の収集と解析
・低頻度⼤規模地震・⽕⼭噴⽕現象の解明
・地震発⽣過程の解明とモデル化
・⽕⼭現象の解明とモデル化
・地震発⽣及び⽕⼭活動を⽀配する場の解明とモデル化

①地震・⽕⼭現象の解明のための研究
災害誘因の事前予測⼿法及び⼤地震による災害リスク評
価⼿法の⾼度化。
地震動，津波，⽕⼭噴出物の即時的予測⼿法の⾼度化。
災害誘因情報の受け取り側に配慮した効果的な発信⽅法
に関する研究の推進。
・地震・火山噴火の災害誘因の事前評価手法の高度化

・地震・火山噴火の災害誘因の即時予測手法の高度化

・地震・火山噴火の災害誘因予測を
災害情報につなげる研究

南海トラフ沿いの巨⼤地震
⾸都直下地震

千島海溝沿いの巨⼤地震
桜島⼤規模⽕⼭噴⽕

⾼リスク⼩規模⽕⼭噴⽕

地震・火山災害事例に関して災害発生機構や要因を解明。社会における防災リテ
ラシーの実態調査等に基づき，災害軽減に対して効果的な知識体系要素を探求。

・地震・火山噴火の災害事例による災害発生機構の解明
・地震・火山噴火災害に関する社会の共通理解醸成のための研究

分野横断 研究成果

16
16推進体制

の整備
分野横断で取り組む
総合的研究の推進体制

関連研究分野
との連携強化

国際共同研
究・国際協⼒

研究基盤の
開発・整備

社会との共通理
解醸成と災害教

育
次世代を担う
⼈材の育成

⑤研究を推進するための体制の整備

④地震・火山噴火に対する防災リテラシー向上のための研究

重点的な研究

分
野
横
断

社会的要請の⾼い
共通理解の醸成・⼈材育

成
に対する

研究の実施・取組の強化

社会的要請の⾼い
地震・⽕⼭噴⽕による
災害リスクに対する
研究の実施・成果の発

信

研究推進体制の整備 研究基盤の開発・整
備

国内外の関連分野との連
携

総
合
的
な
研
究

研究成果への理解醸成と教育

（下線の項⽬）

（参考）建議の構成と⼤項⽬

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/YOTIKYO/H31-R5/kengi.html
詳しくは以下を参照

https://www.eri.u-tokyo.ac.jp/YOTIKYO/ex/H31-R5/kengi.html


キャラクターを変える
ここを押すとキャラクターを変えられます。



⼈をすり抜ける（ゴーストモード）

•混み合っている時に便利です。

“g” を押しながら移動するとゴーストになり、⼈を
すり抜けられます。

通常 ゴースト（半透明）



おわりに

•ポスターの作り方については、別マニュアルをご覧ください。
• Gather.Townのポスター会場は3/1(水)から開ける予定です。
• 3/8（水）のポスターコアタイムの前に是非事前のログインと
操作のテストをお願いします。


